
速度に比例する抵抗（粘性抵抗）の働く場合の単振動（ばね定数 k 、質量m ）を考える。 

自然長からの伸び )(tx のみたす運動方程式は 
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0ωα ≠ の場合、一般解は 
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である。ここでは、 γω >0 （抵抗が小さく、振動が観測される場合）について考える。こ

のとき、 02
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よって、一般解は、 
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これらより、 
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ここで、 ωγϕ /tan = となるようにϕ を定義した。よって、求めるべき )(tx は 
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となる。これは、振幅が指数関数的に減衰する単振動（減衰振動）である。 
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